
現状から５年後の分娩数等の推計について

・ 総合周産期母子医療センター

・ 地域周産期母子医療センター
・ 病院
・ 診療所
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現状 ５年後 構想区域
分娩数（センター）

（Ｒ６）
分娩数（センター）

（R11）

桑員 １，２６８ （４０５） ８８７ （２８３）

三泗 ２，１７３ （７４６） １，５２０ （５２２）

鈴亀 １，６２２ （０） １，１３４ （０）

津 １，７４７ （７７３） １，２２２ （５４１）

伊賀 ６８２ （０） ４７７ （０）

松阪 １，０２０ （０） ７１３ （０）

伊勢志摩 １，１０１ （２１１） ７７０ （１４８）

東紀州 １００ （０） ７０ （０）

合計 ９，７１３ （２，１３５） ６，７９４ （１，４９４）

桑員

三泗

鈴亀

津伊賀

松阪
伊勢志摩

東紀州

桑員

三泗

鈴亀

津伊賀

松阪
伊勢志摩

東紀州

構想区域
施設数（センター）

（Ｒ６）
施設数（センター）

（Ｒ１１）

桑員 ４ （１） ４ （１）

三泗 ７ （２） ６ （２）

鈴亀 ３ （０） ３ （０）

津 ４ （2） ４ （2）

伊賀 ３ （０） 1 （０）

松阪 ３ （０） ３ （０）

伊勢志摩 ４ （１） ３ （１）

東紀州 ２ （０） 2 （０）

合計 ３０ （６） 26 （６）

○令和６年度の構想区域毎の診療所１施設当たりの分娩数は、およそ２２０件（伊賀）から５００件前後（鈴亀、津） ※東紀州を除く

○令和１１年度の構想区域毎の診療所１施設当たりの分娩数は、およそ２０１件（桑員）から４７０件程度（伊賀） ※東紀州を除く

１施設当たりの採算ラインは、年間２００件の分娩が必要とされており、リスクの低い分娩に係る周産期医療体制のあり方を検討する際は、

既存の分娩取扱施設を維持しながら、将来的な集約化を見据えて検討できる圏域を新たに設定する必要 1０

○分娩数 Ｒ４-R5、R5-Ｒ６の県全体の減少率（０．９３１）を乗じて構想区域毎に推計（三重県産婦人科医会調査より作成）

○施設数 R6.4からR7.3までに分娩休止となった４施設の減少を反映

※表中の括弧内の数字（内数）は、周産期母子医療センターの施設数と同センターでの分娩件数の推計値

※10頁・１１頁の分娩数について、端数処理等の関係で構想区域ごとの合計と合計値が一致しない場合があることに留意

【資料３】



現状から５年後の分娩数等の推計について【詳細資料】

構想区域
令和６年度 令和１１年度

診療所等 センター 診療所等 センター

桑員 ８６３ ４０５ ６０４ ２８３

三泗 １，４２７ ７４６ ９９８ ５２２

鈴亀 １，６２２ ０ １，１３４ ０

津 ９７４ ７７３ ６８１ ５４１

伊賀 ６８２ ０ ４７７ ０

松阪 １，０２０ ０ ７１３ ０

伊勢志摩 ８９０ ２１１ ６２２ １４８

東紀州 １００ ０ ７０ ０

合計 ７，５７８ ２，１３５ ５，３００ １，４９４

構想区域
令和６年度 令和１１年度

診療所等 センター 診療所等 センター

桑員 ３ １ ３ １

三泗 ５ ２ ４ ２

鈴亀 ３ ０ ３ ０

津 ２ ２ ２ ２

伊賀 ３ ０ 1 ０

松阪 ３ ０ ３ ０

伊勢志摩 ３ １ ２ １

東紀州 ２ ０ 2 ０

合計 ２４ ６ 2０ ６

構想区域
令和６年度 令和１１年度

診療所等 センター 診療所等 センター

桑員 ２８７．６ ４０５．０ ２０１．３ ２８３．０

三泗 ２８５．４ ３７３．０ ２４９．５ ２６１．０

鈴亀 ５４０．６ ー ３７８．０ ー

津 ４８７．０ ３８６．５ ３４０．５ ２７０．５

伊賀 ２２７．３ ー ４７７．０ ー

松阪 ３４０．０ ー ２３７．６ ー

伊勢志摩 ２９６．６ ２１１．０ ３１１．０ １４８．０

東紀州 ５０．０ ー ３５．０ ー

合計 ３１５．７ ３５５．８ ２６５．０ ２４９．０

【資料３】

【Ａ】分娩取扱医療機関数 【Ｂ】分娩数 【Ｃ】構想区域毎の分娩件数（施設種別毎）

１１
○構想区域毎の【A】分娩取扱医療機関数で、それぞれの【B】分娩数を除した値を【C】構想区域毎の分娩件数（施設種別毎）に記載
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